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（文責本人） （文責本人）市 政 を 問 う 市 政 を 問 う

問�

　
遠
野
高
校
と
遠
野
緑
峰

高
校
は
、
統
合
対
象
か
ら

除
外
さ
れ
、
再
編
統
合
し

な
い
で
存
続
す
る
方
針
と

な
っ
た
。

　
今
後
の
高
校
魅
力
化
の

戦
略
等
の
方
針
は
。

答
（
市
長
）�

　

高
校
魅
力
化
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
に
登
載
し
て
い

る
事
業
の
具
体
化
に
向
け

た
検
討
を
進
め
て
い
く
。

地
方
創
生
推
進
交
付
金
を

財
源
と
し
た
県
外
留
学
生

等
の
受
入
れ
に
係
る
環
境

整
備
等
の
事
業
展
開
を
推

進
し
て
い
く
。

問�

　
﹁
高
校
魅
力
化
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
﹂
に
あ
る
給

食
提
供
に
つ
い
て
、
検
討

の
進
捗
状
況
は
。 

答
（
市
長
）�

　

遠
野
市
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
が
、
高
校
生
を
含
め

た
調
理
・
配
食
が
可
能
と

な
る
の
は
、
令
和
５
年
度

以
降
と
推
測
し
て
い
る
。

　

導
入
の
仕
組
み
づ
く
り

と
財
源
確
保
の
検
討
を
進

め
る
。
市
の
後
期
計
画
で

も
高
校
支
援
と
し
て
検
討

す
る
。

問�

　
文
科
省
で
は
、
高
等
学

校
普
通
科
改
革
の
検
討
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
学
科

新
設
の
可
能
性
は
。

答
（
市
長
）�

　
「
地
域
社
会
に
関
す
る

学
び
を
重
点
的
に
取
り
組

む
学
科
」
の
設
置
に
は
、

十
分
対
応
可
能
と
い
え

る
。
ま
だ
、
文
科
省
で
検

討
中
で
あ
り
、
今
後
、
具

体
的
な
公
表
を
受
け
て
県

教
育
委
員
会
が
ど
の
よ
う

な
対
応
を
進
め
る
の
か
、

情
報
を
充
分
に

共
有
し
て
い
き

た
い
。

佐々木�恵美子�議員
一問一答方式

問�

　

市
の
ま
ち
づ
く
り
等

に
、
若
者
を
ど
の
よ
う
に

巻
き
込
ん
で
い
る
か
。

答
（
市
長
）�

　

市
民
と
行
政
の
協
働
に

よ
り
進
め
て
き
た
。「
第

２
次
遠
野
市
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
」
に
つ
い
て

も
、
青
年
会
議
所
、
小
中

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
代
表
者
な

ど
若
い
世
代
の
方
々
や
特

定
の
分
野
・
年
代
に
偏
り

が
な
い
よ
う
委
員
構
成
に

も
配
慮
し
た
。

問�

　
若
者
条
例
や
若
者
委
員

会
な
ど
、
若
手
の
市
職
員

と
ま
ち
づ
く
り
研
究
に
取

り
組
む
自
治
体
が
あ
る
。

　
当
市
で
の
若
者
施
策
な

ど
の
考
え
は
。

答
（
市
長
）�

　

夢
と
希
望
、
可
能
性
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
と
い
う

の
は
、
若
者
の
特
権
、
若

者
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
。

若
者
と
真
摯
に
向
き
合
う

こ
と
は
大
切
で
あ
り
、
協

力
を
頂
き
な
が
ら
前
に
進

み
た
い
。

問�

　
女
性
が
参
画
や
意
見
を

述
べ
や
す
い
広
聴
の
充
実

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
（
市
長
）�

　

少
人
数
の
場
で
は
、
率

直
な
意
見
が
出
さ
れ
る
。

少
人
数
開
催
や
若
い
方
と

の
意
見
交
換
も
検
討
す

る
。

市
長	

若
者
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
	

夢
と
希
望
、
可
能
性
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

小松�正真��議員

高
校
給
食
と
学
科
新
設
の
可
能
性
は

若
者
の
力
で
︑

ま
ち
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
る

一問一答方式

その他の質問
⃝ 新法律による遠野市の過疎

地域指定の見通しについて

市
長	

給
食
提
供
に
つ
い
て
検
討
す
る
計
画
で
あ
る

取
捨
選
択
を
行
い
な
が
ら
、

歳
入
の
確
保
に
努
め
る
。

問�

　

市
債
残
高
の
見
込
み

は
。答

（
市
長
）�

　

令
和
３
年
度
は
、
遠
野

テ
レ
ビ
光
ケ
ー
ブ
ル
化
事

業
の
前
倒
し
実
施
に
伴

い
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ

ン
ス
は
赤
字
と
な
る
見
通

し
。
令
和
７
年
度
末
に
は

１
６
５
億
円
以
下
を
目
標

と
す
る
。

問�
　
今
後
も
技
術
革
新
は
進

み
、
今
後
ケ
ー
ブ
ル
が
必

要
な
い
時
代
が
来
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
健
全
財

政
維
持
の
た
め
に
今
や
る

必
要
は
な
い
の
で
は
な
い

か
。答

（
市
長
）�

　

人
口
が
集
中
し
て
い
る

都
市
部
で
コ
ロ
ナ
の
感
染

が
拡
大
し
て
お
り
、
地
方

へ
の
人
口
分
散
と
い
う
考

え
か
ら
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を

失
し
な
い
対
応
が
必
要
で

あ
る
。

問�

　

三
次
計
画
の
市
債
残

高
、
計
画
値
に
対
し
て
実

績
は
。

答
（
市
長
）�

　

令
和
元
年
度
末
残
高
は

約
１
８
９
億
円
、
計
画
よ

り
２
億
以
上
増
額
し
た
。

問�

　
主
要
三
基
金
、
計
画
値

に
対
し
て
実
績
は
。

答
（
市
長
）�

　

令
和
元
年
度
末
残
高
は

約
22
億
円
、
計
画
よ
り

２
億
以
上
減
少
し
た
。

問�

　
家
計
に
置
き
換
え
る
と

基
金
は
貯
金
。
貯
金
を
取

り
崩
し
て
い
け
ば
家
計
は

ど
う
な
る
か
。 

答
（
市
長
）�

　

四
次
計
画
の
進
行
管
理

を
着
実
に
行
い
、
事
業
の

市
長	

総
括
を
踏
ま
え
な
が
ら

	

第
四
次
計
画
の

	

進
行
管
理
を
す
る

第
三
次
健
全
財
政
５
か
年

計
画
の
目
標
達
成

で
き
た
か

四次計画で持続可能な
　財政になるか

問�

　
平
成
25
年
度
の
遠
野
市

の
基
金
は
55
億
円
あ
っ

た
。
こ
の
ま
ま
い
け
ば
令

和
７
年
度
に
は
８
億
円
程

度
に
な
っ
て
し
ま
う
。
基

金
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う

の
を
心
配
し
て
い
る
が
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

答
（
市
長
）�

　

そ
の
都
度
都
度
に
状
況

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
緊
張

感
を
も
っ
て
財
政
運
営
に

あ
た
っ
て
い
き
た
い
。

問�

　
こ
こ
ま
で
財
政
を
悪
化

さ
せ
た
責
任
は
ト
ッ
プ
で

あ
る
市
長
に
あ
る
。
12
月

定
例
会
に
上
程
済
み
の
補

正
予
算
も
遠
野
テ
レ
ビ
の

光
ケ
ー
ブ
ル
化
も
立
ち
止

ま
っ
て
修
正
し
て
は
。

答
（
市
長
）�

　

１
年
前
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
蔓
延
す
る
こ
と
は

誰
も
予
想
し
て
い
な
い
。

立
ち
止
ま
る
こ
と
も
必
要

で
あ
る
と
思
う
。
し
か
し

光
ケ
ー
ブ
ル
化
等
の
事
業

は
、
今
や
ら
な
く
て
は
い

け
な
い
事
業
で
あ
る
。

問�

　
主
要
三
基
金
の
見
込
み

は
。答

（
市
長
）�

　

令
和
７
年
度
末
は
、
合

計
15
億
円
以
上
を
目
標
に

し
て
い
る
。

市長 	遠野の地域資源を活かす
	 取組の中で活力を見出したい

背
景

・国の危機的財政状況から脱出するための地方と一体となった財政健全化の推進
・新型コロナウイルス感染症の影響を受けた「経済の回復」、「新たな日常」の実現の加速化
・合併特例期間の終了、国勢調査による地方交付税の先行き不安

《 概 要 版 》

第四次 遠野市健全財政５カ年計画

第三次健全財政計画の取組成果

第四次健全財政計画

目 標

◇ 経常収支比率 87.8％未満
◇ 実質公債費比率 12.1％未満
◇ 市税収納率（現年分） 97.56％以上
◇ 主要三基金残高 Ｒ７末16億円以上
◇ 市債残高 Ｒ７末165億円以下
◇ ５年間の財政効果額 約９億円

方 策

◇ 投資的経費の選択及び重点化
◇ 市単独事業の検証
◇ 年度末基金残高の一定額の確保
◇ プライマリーバランスの黒字化
◇ 民営化の推進、第三セクター改革の推進
◇ 受益者負担の適正化 等

基本方針 ・普通会計を対象とし、地域経済の回復、成長につながる事業へ予算を集中
・財政健全化を念頭に置いた事業の選択
・健全化判断比率の維持を基本とする歳入歳出の聖域なき事業の見直し

位置付け ・第２次遠野市総合計画後期基本計画の実施を確実なものとするための計画

実施期間 ・令和３年度～令和７年度

【令和７年度までの財政見通し】 単位:百万円

【健全財政化策を講じた後の財政見通し】 単位:百万円

1,865 1,803 1,673 

1,239 1,156 
845 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

R2 R3 R4 R5 R6 R7

歳入 歳出 三基金残

1,865 1,803 1,704 1,603 1,613 1,614 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

R2 R3 R4 R5 R6 R7

歳入 歳出 三基金残

背
景

・国の危機的財政状況から脱出するための地方と一体となった財政健全化の推進
・新型コロナウイルス感染症の影響を受けた「経済の回復」、「新たな日常」の実現の加速化
・合併特例期間の終了、国勢調査による地方交付税の先行き不安

《 概 要 版 》

第四次 遠野市健全財政５カ年計画

第三次健全財政計画の取組成果

第四次健全財政計画

目 標

◇ 経常収支比率 87.8％未満
◇ 実質公債費比率 12.1％未満
◇ 市税収納率（現年分） 97.56％以上
◇ 主要三基金残高 Ｒ７末16億円以上
◇ 市債残高 Ｒ７末165億円以下
◇ ５年間の財政効果額 約９億円

方 策

◇ 投資的経費の選択及び重点化
◇ 市単独事業の検証
◇ 年度末基金残高の一定額の確保
◇ プライマリーバランスの黒字化
◇ 民営化の推進、第三セクター改革の推進
◇ 受益者負担の適正化 等

基本方針 ・普通会計を対象とし、地域経済の回復、成長につながる事業へ予算を集中
・財政健全化を念頭に置いた事業の選択
・健全化判断比率の維持を基本とする歳入歳出の聖域なき事業の見直し

位置付け ・第２次遠野市総合計画後期基本計画の実施を確実なものとするための計画

実施期間 ・令和３年度～令和７年度

【令和７年度までの財政見通し】 単位:百万円

【健全財政化策を講じた後の財政見通し】 単位:百万円

1,865 1,803 1,673 

1,239 1,156 
845 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

R2 R3 R4 R5 R6 R7

歳入 歳出 三基金残

1,865 1,803 1,704 1,603 1,613 1,614 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

R2 R3 R4 R5 R6 R7

歳入 歳出 三基金残

遠野産食材を約７割使用。
栄養バランスが整った
温かい給食。


